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国際理解講座「地球っこ講座」
主催︓せいかグローバルネット 精華町 KOCA
⽇時︓10⽉19⽇（⽇）13時30分〜15時30分
場所︓精華町交流ホール（近鉄新祝園駅・JR祝園駅から徒歩7分）
テーマ︓（仮）フランス⼈から⾒た⽇本の多⽂化共⽣
講師︓サルガロロ ルディ（⼀般社団法⼈ 多⽂化共⽣ NETWORK 代表）
申込︓せいかグローバルネットのHPの申込フォームから

https://seikaglobalnet.wixsite.com/japanese

Event Schedule

https://seikaglobalnet.wixsite.com/japanese


2024年度3次隊 表敬訪問
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2024年度3次隊7名と帰国隊員2名の⾃治体表敬訪問が⾏われました。
◆京⽥辺市4⽉7⽇ (⽉)
◆京都市4⽉9⽇ (⽔)
◆京都府4⽉10⽇ (⽊)
◆舞鶴市4⽉11⽇ (⾦)

京都府庁での表敬訪問では、JICAボランティア応援団による茶道体験会も合わせて⾏われたほか、「京都
セット」の贈呈がありました。「任地の⼈々とのコミュニケーションに役⽴てば」と贈られる「京都セッ
ト」には、お抹茶セットや福笑いなどの遊び道具、漬物などの⾷品が⾵呂敷に包まれています。

▲⼋幡市表敬訪問▲京⽥辺市表敬訪問

▲舞鶴市表敬訪問

▲KOCA壮⾏会・帰国歓迎会

▲京都市表敬訪問

京都府庁表敬訪問

堀川商店街にある「京極ダイニ
ング」で、壮⾏会・帰国歓迎会を
開きました。互いの⾃⼰紹介をし
て、⼆本松訓練所や駒ヶ根訓練所
でのエピソードを伝え、おしゃべ
りに花が咲きました。
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◼名前︓⾸藤 ありさ
◼派遣国︓エルサルバドル
◼職種︓看護師

◼応募したきっかけ
⾼校⽣の時にJICAボランティアを知りました。元々
看護師になりたかったことと、多様な価値観を受け
⼊れながらボランティアとして活動できたらと思い
応募しました。

◼訓練所での思い出
同じ班の⼈たちとの談話室での時間が⼀番の⼤切な
思い出です。また、冬のアルプス⼭脈を眺めること
ができ、勉強の合間に癒されてました。

◼趣味と特技
元々好奇⼼旺盛でなんでもトライします。
マラソン、茶道、書道が趣味です。

◼派遣に向けての今の気持ちを⼀⾔どうぞ︕
ケセラセラの気持ちを忘れずに。⼈は変わらないけ
ど⾃分は変えられるので、多様な価値観を受け⼊れ
ながら活動に取り組んでいきたいと思っています。

◼名前︓平野 幹典
◼派遣国︓インド
◼職種︓ラグビー

◼応募したきっかけ
何かワクワクすることにチャレンジをしたかったから。ま
た、今回の派遣で⺟校とラグビーに恩返しをできると考えた
から。

◼訓練所での思い出
隊員とワイワイ騒いだ時間。

◼趣味と特技
趣味はNetflixで作品を漁ること
特技は重たいものを持てること

◼派遣に向けての今の気持ちを⼀⾔どうぞ︕
ワクワクしかないです︕
120%プラスウルトラで頑張ってきます︕

◼名前︓藤村 悦史
◼派遣国︓ウガンダ
◼職種︓⼩学校教育

◼応募したきっかけ
2年前ウガンダを⼀度訪れた際に、現地の⼈々と関わる中で
⾊々なことを学びました。次はさらに⼀歩踏み込むことで、
⾔語や⽂化が違う中で共に⽣きるとはどういうことかを感
じ、⾃分に何ができるのかを試したいと考えて応募しまし
た。

◼訓練所での思い出
⾳楽室で毎⽇楽器を演奏したこと。

◼趣味と特技
趣味は、読書、ギター
特技は、サッカーのリフティング⚽

◼派遣に向けての今の気持ちを⼀⾔どうぞ︕
時にはのんびり、時には真剣に︕現地の⼈々と共に楽しむこ
とを忘れずに活動できればと思います︕

2024年度3次隊のみなさん、
いってらっしゃい!

◼名前︓三尾 裕樹
◼派遣国︓チリ
◼職種︓防災•災害対策

◼応募したきっかけ
2回⽬の参加で、前回はコロナで任期を半分残し、任国に何も残せず、お世話にだけなり協⼒隊を終えました。なので今
回の応募はその再挑戦です。

◼訓練所での思い出
語学訓練免除の為⼊所していませんが、その期間に家族との時間を多く取れ、旅先で良い思い出をたくさん残せまし
た。

◼趣味と特技
趣味はトレイルランニング、⾃重トレーニングです。靴さえあれば、どこでもできるので任国でも続けます︕

◼派遣に向けての今の気持ちを⼀⾔どうぞ︕
JICA協⼒隊活動には制限時間があり、⼀⽣に⼀度だけの時間で、⾃分にとってのチャンスでもあると⾔う事を常に意識
して、毎⽇出せる⼒は全部出し切って活動してきます︕
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◼名前︓川東 千紘
◼派遣国︓ザンビア
◼職種︓コミュニティ開発

◼応募したきっかけ
⼤きなきっかけではありませんが、⾼校⽣の時に将来の夢
を考える中で、「アフリカで貧困に苦しむ⼈を助けたい」
と思い⽴ち、JICA海外協⼒隊を⽬指し始めました。社会⼈
3年⽬を迎えたタイミングで応募を決意しました︕

◼訓練所での思い出
⾃室近くのバルコニーから朝⽇と星を⾒ることを⽇課にし
ていたこと。

◼趣味と特技
趣味は英語学習です︕
バスケやキックボクシングなど体を動かすことも好きで
す︕

◼派遣に向けての今の気持ちを⼀⾔どうぞ︕
コミュニティ開発隊員として、まずは現地の⽅々とコミュ
ニケーションを図りながらニーズを模索し、実情に沿った
活動をしたいです。焦らず楽しむことを意識してがんばり
ます︕

◼名前︓⼩倉 裕⼦
◼派遣国︓キルギス
◼職種︓美容師

◼応募したきっかけ
⽇本の美容技術の素晴らしさは常々感じていたので、そ
れを海外に伝える事ができるのはとても嬉しいですし、
⾃分のできる事で国際協⼒ができるならと思い応募しま
した。

◼訓練所での思い出
⻑い時間を語学の勉強にあてられる素晴らしい環境で、
とても楽しかったです。
雪の季節だったので、きれいな景⾊を眺めながら良い時
間を過ごす事ができました。

◼趣味と特技
海外旅⾏
⼿芸
キルギスで⾊々な⼿芸（⼿作り）にチャレンジしようと
思っています。

◼派遣に向けての今の気持ちを⼀⾔どうぞ︕
未知の国ですがとても楽しみです︕
⽣活環境や⾷⽣活が髪に⼤きな影響を与えるので、キル
ギスの⼈たちと⼀緒に過ごして、どんな暮らしをしてい
るのか⾊々なことを教えてもらおうと思います。

◼名前︓重留 真代
◼派遣国︓ボリビア
◼職種︓⾏政事業マネージメント

◼応募したきっかけ
公務員として⻑年国際関係の業務に取り組み、海外勤務や
G8,G20サミットなどを経験しました。が、もっと広く、
現地の⽅々と直結する何かをしたいと思っていたところ
に、知⼈から勧められ、応募しました。

◼訓練所での思い出
⾊々ありましたが、訓練⽣全員で⾏うラジオ体操です。社
会⼈になってからはラジオ体操をする機会がなかったので
懐かしく新鮮でした。

◼趣味と特技
趣味はヨガと読書です。ヨガはインストラクター資格を持
ってます。
特技は、分刻みのスケジュールを作成することです。

◼派遣に向けての今の気持ちを⼀⾔どうぞ︕
これまでの経験を発揮し、役にたてればと思ってます。私
がいなくなっても⽣き続けるシステムを築きたいです。



6

JICA京都デスクの千野美沙希（ちの みさき）と申します。

JICA京都デスク新任のごあいさつ

【Tel】080-8506-3714
【E-mail】jicadpd-desk-kyotofu@jica.go.jp

とてもフレンドリーなサモアの⼈々のように、たく
さんの⽅々と繋がりを作り、JICAの取り組みをPRし
ていきます︕ 協⼒隊経験者の皆様には、体験談発表
やイベントのお⼿伝い等にご協⼒いただきたいと思
っております。国際協⼒に携わりたい、こんなイベ
ントやってみたいという⽅は、下記連絡先より、お
気軽にご連絡ください。

デスクは京都テルサ東館3階京都府国際センター内にあります。
2017年4次隊でサモアに理学療法⼠として派遣され

ていました。現地では障害児の訪問リハビリテーショ
ンと⽀援学校で働くスタッフに⼩児理学療法の知識や
技術を伝える活動を主に⾏っていました。

京都の⽅やJICA関⻄の⻑期研修員さんたちに、互いの⽂化を交流
するような機会を提供してきたつもりです。⾃分の⼒不⾜でなか
なか思うようにいかないことが多かったのですが、みなさまに助
けていただき、なんとかいくつかイベントを決⾏することができ
ました。
万博イヤーでもある2025年。今後は個⼈として、またKOCAメン
バーとして、さまざまな国に興味をもち、国際交流、国際協⼒を
続けていけたらな、と思っています。またどこかでお会いできる
のを楽しみにしています。
過去のイベントの様⼦が載ったSNS（JICA関⻄公式X）を、お⼿
すきの際に⾒ていただけたら幸いです。↓↓

ふしみんオープンデイ 味噌⽟作りで国際交流 その1

その2 アレブリヘ⼯作

JICA京都デスクを2023-2024の2年間勤めました、⻄川玲奈です。
KOCA会員のみなさまには、在職中は⼤変お世話になり、ありがとうございました。普通ではできない経験
をたくさんさせていただきました。

JICA京都デスク退任のごあいさつ




